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　活用し、未来に伝達することです。

　佐賀・伊与喜地区は伊与木川に沿っ

て農地が開けています。昔は伊与木川

には堤防がなく、洪水から田を守るた

め河岸に竹を植え、川の恵を受けなが

ら主に農業を生業にして暮らして来

てきました。

　伊与木城5代目城

主。城主中最も有名

で、17歳の時朝鮮に

出兵し、高麗国で命

を落としました。

　墓は長曾我部元親

が送ったとされてい

ます。

　伊与木城は一条教房公が幡多に入国して、

1478年、幡多郡の防備を固めるために築き、

幡多の表玄関口として重要な役割を果たして

来ました。

　その後、山内一豊に城を明け渡すまでの

122年間、城主は伊与木家が務めてきました。

　平成30年、佐賀地区から伊与喜地

区に移転。東日本大震災後、津波の

危険から子ども達の命を守るため

に、保護者会が中心となり署名運動

が起こり、話し合いを重ねた結果、

この場所に移転が決まりました。

　明治元年、1868年より伊与

喜地区に伝わっている行事。

　以前は山の頂上に土俵があ

りましたが、今は伊与喜小学校

の後方にあり、毎年、男児と女

児のちびっこ力士が熱戦を繰

り広げています。

上空から見た伊与喜地区
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３
月
定
例
会
の
議
場
に
お
い

て
は
、
マ
ス
ク
着
用
は
勿
論
の

こ
と
ア
ク
リ
ル
板
の
前
で
の
発

言
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
か
ら
の
光
景
も
、
国

会
中
継
で
の
同
様
な
姿
に
見
慣

れ
て
し
ま
い
、
ご
く
普
通
の
こ

と
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
折
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
間

も
な
く
始
ま
り
、
そ
の
効
果
は

90
％
以
上
と
も
言
わ
れ
、
強
い

味
方
と
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
は
、

し
ば
ら
く
続
き
そ
う
で
す
。

　
議
会
と
し
て
は
今
後
も
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
施
策

等
、
提
言
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
回
が
現
委
員
会
メ
ン
バ
ー

で
の
最
後
の
編
集
と
な
り
ま
す

が
、
次
回
以
降
も
議
会
広
報
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。（

浅
野 

修
一
）

　毎年行われる夏祭りは、伊与喜小

学校の校庭にやぐらを組み、子ども

も大人も参加する盆踊りなど、ひと

夏の楽しい行事として行われてい

ます。保護者会など様々な出店もあ

り、賑わいに花を添えています。

伊
与
木
弥
平
次
墓


